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Ⅰ．コー・ケー遺構にはどんな歴史とコンセプトが隠されているか

（1）創設者ジャヤヴァルマン４世の経歴　～1052年の碑文から～

カンボジア王国コー・ケー都城は、プリア・ヴィヒア州に位置する10世紀前半の都城遺跡で

ある。ジャヤヴァルマン４世王は、当時のアンコール王朝第４代目王ヤショヴァルマン１世

（889–910年頃）の摂政役で、このヤショヴァルマン王の娘（王女）と結婚していた。クーデタ

ーを起こし、王位を簒奪し、ジャヤヴァルマン２世（802年）の時代から礼拝してきた神なる王

（デーヴァラージャ信仰）の御神体（トリブヴァネシュヴァラ＝ Tribhuvaneçvara）のシヴァ・

リンガを新都コー・ケーの地へ持ち去ったのであった。そして、ジャヤヴァルマン４世王はこの

「シヴァ・リンガ」の御神体を手許に所有することをもって王権継承の正当性を主張したのであ

った。時は921年、「神なる王（Devar ja）」としての政治と宗教の両権限を、新都城の造営によ

り具体的に実現しようと試みたと碑文は伝えている。

（2）コー・ケー新都城はどの建物も基軸線を北西15度傾け、旧都アンコールを否定する新しいコ

ンセプトをもって建設された。この新都城は北西に15度傾いている。それ故に、プラン寺院、ラ

ハル貯水池、周壁は、すべてこの北西向き15度を遵守している。世界で初めての軸線北西15度の

都城である。着工から23年間にわたりこの新都城は軸線北西15度のコンセプトで造営されてきた。

アンコール都城の基軸線は東西南北であるが、詳細に調査すると、約２度ほどぶれている遺跡が

ある（事例：タ・プロムなど）。

（3）都城の中心部（未完成）は1200×1200mの巨大な都城

アンコール地域から130km離れた新都城コー・ケーは、中心部に①プランと呼ばれるピラミ

ッド型国家鎮護寺院（基壇62×62m）があり、７層の基壇を積み、最上階に木造の中央祠堂が在

った。②人工の大貯水池ラハル（560×1200m）、③その他30カ所に新祠堂と新寺院を建設してい

る。時代は921–944年。④建設者はジャヤヴァルマン４世。アンコール都城から脱出して、新開

地コー・ケーにおいて簒奪した王位の正統性を主張する。

そして、王位の継承が実力主義である最初の事例である。彼はもとこの地方の大富豪であり、

大寺院、大リンガ、大都城、大王宮（木造）など、巨大な大仕掛けの建築を見せつけることで、

旧アンコール都城に存続している政権を否定した。

（4）バライ（Baray）「ラハル（Rahal）」の建設とその制約

ラハルのバライ建設者はジャヤヴァルマン４世。縦560m、横1200mの規模のバライ（貯水
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池）の工事は貯水池の底の突き出た岩盤を削らなければならない困難な工事であった。同時に、

バライの基軸も北西に15度そろえなければならなかった。

（5）地域の口承伝承としての白象伝説

白象の墓といわれる高さ約20mほどの人造の小山は、土俗神のネアック・タ（Neak Ta）信仰

を兼ねたものである。コー・ケー都城壁に近接した西側にあり、この地方に生息してきた野生の

象と村人の交流を綴った口承伝承の物語の舞台である。かつてアンコール→ベンメリア→コー・

ケー→ワット・プー（ラオス南部）と旧街道筋でつながっていた。

（6）プラン（Prang）寺院はコー・ケー版の須弥山　―基礎部は一辺62ｍ

国家鎮護の寺院（国分寺）として、ジャヤヴァルマン４世は高さ35m、７層のプラン寺院を建

立。基礎部は一辺62mの正方形で、最上段は一辺12m。王国の守護神トリブヴァネシュヴァラの

御神体リンガが祀られていたという。頂上には大きなリンガを安置するための巨大な土台石があ

り、その大きさには驚かされる。

（7）ジャヤヴァルマン４世の死去（941年）とアンコールへの再遷都

ジャヤヴァルマン４世は941年に亡くなったらしく、この年、息子のハルシャヴァルマン２世

が王位に就いたようである。ハルシャヴァルマン２世の母親はアンコール都城のラージェーンド

ラヴァルマン１世（944–968年）の母親と姉妹であった。このハルシャヴァルマン２世が王位を

継承後、わずか２年でアンコール旧都勢力のラージェーンドラヴァルマン１世が来攻し、御神体

の「デーヴァラージャ・リンガ」は再びアンコールの地に戻されたという。

Ⅱ．世界遺産に推薦するコー・ケー都城の特徴

（1）都城では巨大な仕掛けと新機軸の新しいコンセプトが次々実現した

コー・ケーの大遺跡群はいくつもの大仕掛けが確認できる。①都城がいつ建設され、いつ放棄

されたかが分かっている。②この都城にはかつておびただしい数の木造寺院や僧院が建設され、

③巨大な貯水池（ラハル）が住民と家畜の飲み水であり、そして近隣の稲田の灌漑水源であった。

ラハルはやはり15度北西に傾いている。近隣の建造物も同様に北西15度の基軸に従っている。④

この都城は一辺1200mの正方形で、同じく北西に15度である。

（2）コー・ケー都城の地理的位置と付属の祠堂の特徴

コー・ケー地方は陸路によるラオス南部チャンパサックへ向かう街道筋の途中に位置し、もと

もとカンボジア人がアンコール地方およびトンレ・サープ湖方面に向かう旧街道であった。コ

ー・ケーの南にある大きな村スラヤン（Srayang）には野生象の檻があり、それは馴象に仕込む

堅固な囲いの「訓練施設」の名前に由来する。２つの大きな貯水池ラハルとアンドーン・プレン

（Andong Preng）があり、その次には、遺跡プラサット・ダン・トン（Pr. Dang Tong）、それか

ら南下して、プラサット・バンテアイ・ピー・チュアン（Pr. Banteay Pir Choan）があった。
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（3）貯水池ラハルの特徴

ラハルは南北に延び、基軸線が北西に15度傾いた大貯水池で、南北に1200m、東西560mであ

る。貯水池は、東と南は緩やかな斜面を利用して、南東角に流れ込む小さな河川からは、雨季に

は周辺の水を受け入れる。北と西は堤防を施している。貯水池から溢れた水は、北東角に向かっ

て流れ、ラテライト製の水門を通って、515m先の水路にまで達する。このバライは灌漑に利用

され、そのため排水口は何カ所もある。アンドーン・プレンは、ラハルの西約140mのところに

掘削された貯水池で、大きさは縦35×横25mであり、近隣の田地へ用水を流していた。

（4）プラサット・トム（Prasat Thom）＝ 本殿と王宮の特徴

プラサット・トムの第一周壁は砂岩壁であり、内部には21カ所の小祠堂と２つの経蔵がある。

祠堂も経蔵も煉瓦造りである。そのうち９つの祠堂は、１つのテラスの上にまとめられている。

ナーガの欄干のある東西の参道は内濠を横切り、この参道が遺跡全体の主軸である。すぐ側に旧

「王宮」跡がある。往時の王宮は木造の屋根であった。現在は天井なしのラテライト壁に囲まれ

たまま放置されている。

（5）コー・ケー都城の周壁、基壇、壁龕の特徴

①ピラミッド型プラン寺院がコー・ケーの代表的な建築である。②都城の周壁（未完成）の特

徴は、壁そのものが非常に分厚く、③基壇の特徴は、基壇を飾る動物の頭を持つ守護神たちが並

べられ、④台座の特徴は、プラサット・クラハム（Pr. Kraham祠堂）の４つのガルーダ（神鷲）

のついた台座。５つ頭のシヴァ神のための台座は素晴らしい彫刻である。⑤プラサット・トムの

塔門壁面のタペストリーは、その模様の配置が抜群であり、図像学上から高く評価されている。

⑥その支柱はこれからの建物の柱の基本型を予告している。

（6）コー・ケー遺跡の特徴　―開口部、楣、破風を検証―

①開口部の出入口の特徴は２つのタイプがある。第一のタイプは、八角形の柱に５つのモチー

フが施されている。②第二のタイプは円柱が非常に繊細である。③出入口の楣の花房は真ん中の
下部から始まり、左右に水平に延びて両端で下がり、再び巻き上がる。それらは常に唐草である。

中央部のモチーフには、シンハ（獅子）の頭、クリシュナ、ガルーダとヴィシュヌ神、インドラ

神などが描かれている。④入口上部の破風の特徴は全体がＵ字を伏せたような形状を持ち、典雅

なクメール美術様式のさまを見せている。

（7）コー・ケー遺跡の建築と美術の特徴

①建築は「巨大好み」であると同時に優柔不断さを示す大遺跡の典型である。②クメール美術

はこの時代に、新しい構成の大法則を示す。同一のモチーフを、寸法を変えて際限なく繰り返し

ていることである。③コー・ケー都城はカンボジア国風の巨大なシヴァ寺院そのものである。シ

ヴァ神をイメージする並外れた規格のリンガ像と、シヴァ神の一族やその神妃が大きな場所を占

め、描かれている。シヴァ神は、図像学上において象徴的な「リンガ」で示されている。
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（8）コー・ケーは第一級の美術作品を創出し、大いなる変革

の時代を彫像表現で展開している。①コー・ケー美術は独創

的な「美の世界」を構築し、代表的彫像作品を創り出すなど、

非常に混沌としている時代と同時に大いなる変革の時代を示

している。②宗教伝統主義と巨大な建造物志向とは、共にこ

の時代の変化に対する敏感な感覚を伴いながら展開してい

る。③独自のオリジナリティーは、彫刻の像容の迫真性、こ

の活気あふれる巧妙さ、控え目に表現された神の像容の単純

化である。④有名な作品「二人の闘士像（格闘する神とアシ

ュラ）」の丸彫り彫刻は、襞（ひだ）のある衣服の方がおそ

らくデヴァ（神）であろうし、もう一人は阿修羅（アシュラ）ではないか。考察から材質＝砂岩、

高さ＝0.8ｍ、造像年代＝10世紀第２四半世紀と判明し、発見場所はプラサット・トムであった。

（9）コー・ケーの歴史とデーヴァラージャ・リンガの御神体

①ピラミッド型プラン（Prang）が国家鎮護寺院であり、同時に御神体トリブヴァネシュヴァ

ラのために建立された。②ジャヤヴァルマン４世は碑文の中で高さ36mある土台にリンガを建

立したと言及。③遺跡の年代確定は、チョック・ガルギャール（Chok Gargyar）の首都として

の役割が921年からはじまり944年までの23年間続いたと考えられる。

Ⅲ．「コー・ケー都城遺跡」を世界遺産候補として推薦する理由

（1）アンコール都城から御神体（トリブヴァネシュヴァラ）を持ち出し、王位簒奪を正当化した

歴史背景を開示し、王位獲得は実力主義であるという史実を最初に明らかにした事例である。御

神体の所有が王位の正当性を裏付けている。

（2）世界で初めてのその基軸が北西に15度の都城である。アンコール時代の都城とその建物（遺

跡）はこれまでたくさんすでに確認されているが、基軸が北西に15度傾いて建設された都城は初

めてであり、なぜかコー・ケー都城だけの特徴である。なぜ、基軸が北西に15度なのか、世界遺

産として新価値を考える出発点であり、非常にユニークである。世界で一つだけ北西15度の文化

遺産である。多分当時の宇宙観または吉凶禍福の占いにもとづく立論であろう。

（3）都城の周壁が1200×1200mという巨大な都城である。その都城を約1100年前に建設に着手

した史実は、世界遺産登録に値する文化的・歴史的価値がある。同時に旧都アンコールを否定す

るための、大都城、大寺院、大シヴァ・リンガという巨大仕掛けは、民族エネルギーの発露とし

て高く評価できる。巨大寺院（プラン寺院など）の建設により、先行したアンコール都城を否定

することを国内外に知らせる証拠物件の都城としては高い歴史的価値がある。この史実は世界遺

産の登録の基準に見合うものである。

（4）「世界遺産登録」を補強する無形文化財の「白象墓」の口承伝承は、祭礼を執り行う時、地

二人の闘士像
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域住民によりカンボジア土着の伝統儀式を検分することができる。加えて近隣の土俗の精霊信仰

など調査し、アンコール時代の諸儀礼を復活することができる。口承伝承文化は無形文化遺産で

ある。カンボジア伝統行事の一つとして白象伝説のこの小山を利用し、そこに伝統舞踊、影絵芝

居（スバエク・トム）などを併演していく。白象墓の小山前に影絵芝居の白いスクリーンを設置

し、焚火の前で影絵の主人公たちが、家族愛とその犠牲、さらに人間と動物を通じて勧善懲悪を

演じていく野外劇場である。カンボジア正月のトロット（鹿頭踊り）など併せて地方における古

典祭礼として演じられている。

（5）プラン寺院はコー・ケー版の須弥山であり、そこに王国の御神体トリブヴァネシュヴァラの

リンガを安置し、王が「神なる王」であることを宣言し、その新都城の存在意義を正当化した。

須弥山と巨大シヴァ・リンガ立像は非常にわかりやすいシナリオである。この新都城の建設とプ

ラン寺院の存在理由は、世界遺産登録に値する価値がある。

（6）「王位は実力」で「実力は正義」を示す王位簒奪の最初の政治事件。王位を実力で奪った史

実と、王権の背景にある大仕掛けの大都城、大寺院、大王宮をカンボジア的文脈で説明する最初

の事例として、世界遺産登録に値する内容がある。カンボジアにおける王位継承はほとんどが実

力主義であった。

（7）カンボジアが女系社会である史実は、この王位継承時の事例から判明できる。コー・ケーの

後継王ハルシャヴァルマン２世と敵対するラージェーンドラヴァルマン王（944–968年）は従兄

弟同士である。それは母親が姉妹であった。それでも両者は王位をかけて戦う敵同士。結局のと

ころ実際の戦闘行為により決着をつけた。兄弟・親戚であっても容赦しない王位継承をめぐる史

実はカンボジア史ではよくある事例である。カンボジアにおける最初の王位簒奪事件である故に、

世界遺産登録に値する内容である。

（8）カンボジアは世界遺産立国を掲げ、コー・ケー遺跡はカンボジアの伝統文化の魅力を世界に

向けて発信できる都城遺跡である。カンボジア人の全価値概念を示す新都城が、どのように建設

に反映されているかを考察できる最もよい事例遺跡であり、特にその建設過程を現場で開示し、

どのように造営されていったのか、途中経過を検証できる。その建設の新コンセプトと23年間の

造営成果を現場で確かめ、どこまで建設が進んだかを踏査できる文化遺産である。このコー・ケ

ー都城は未完成ではあるが、当時の都城建設を考えるうえで「夢」がふくらむ遺跡であり、世界

遺産に登録できる有資格の遺跡である。

（9）〈提案１〉地方創生活動に向けて、コー・ケーに①新地方遺跡博物館を建設し、②石造建造

物保存・修復研究所の併設、③常設の保存官養成所を併設。遺跡の保存修復工事の検証からクメ

ール式伝統技法を再発見できる。コー・ケー地方の自然地勢に立脚した都城建設であったが、困

難な砂岩岩盤の除去の工事現場を住民や観光客に見てもらい、追体験ツアーが実施できる。貯水

池（バライ）建設のために、砂岩の固い岩盤をどのように取り除き、工事をすすめたか、その苦
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労の足跡をたどり、「都城めぐり」のツアーができる。

（10）〈提案２〉カンボジア的宇宙観の追体験と遺跡見学コースの新設。カンボジア宇宙観を新都

城建設の中にどのように実現していくか、実踏する。都城、国家鎮護寺院、王宮の３点セット、

ピラミッド型寺院と各祠堂、僧院の配置関係を考察する。特に主神（シヴァ神）の位置づけとそ

の祠堂の大きさを検討する。この都城は一つの宇宙世界であり、貯水池ラハルは「海」を象徴し、

主神をどのように配置したのか、その位置づけと文化的、歴史的意味について考察する。

（11）〈提案３〉コー・ケー美術の独創性を現場で検証。壮大な建造物志向と共に、巨大好みの美

術について再考察する機会となり、コー・ケー独自のオリジナリティを美術と図像学考察から文

化発信できる。大彫刻志向には生命感や迫真性があり、それを当時の時代精神と価値観からどの

ように評価するか問いかける機会となる。23年間続いた周壁の建設状況、寺院の基壇の出来上が

り、祠堂の楣石、破風、壁龕などの装飾美術における彫刻浮彫りに、どんな神々が描かれている
かを検証する。世界遺産登録に相応しい巨大志向の大遺跡である。

以上、11項目の詳細説明にもとづき、コー・ケー都城遺跡群を世界遺産登録へ推薦する。
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Capital city has an axis of 15 degrees northwest   

Koh Ker (921-944)  
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4 

Prasat Kraham (red temple) 
 

East entrance to the main 

Pyramidal Prang (temple), made 

by bricks 

Koh Ker (921-944) 
 

5 

Causeway from the east entrance to the main complex of Prasat Thom,  
fallen columns and it used to have a wooden roof. (Field research, 

December 2000), Koh Ker (921-944) 
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Reconstructed Plan of Koh Ker (Parmentier. H) 

6 

Fallen columns and it used to 
have a wooden roof 
 
Koh Ker (921-944) 
 

7 

Seven-tiered pyramid of Koh Ker, 42m high 
State ritual ceremony was performed on the top 

Koh Ker (921-944) 
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8 

Broken east stairway of Prang and bamboo handrail 
New western wooden stairway was erected in 2016.  
(Field research in 2011), Koh Ker 921-944)   

Si ha altar at the top 

9 

Altar at the top of Prang, 

Pedestal supported by Si ha, 

We could see Kulen mountain from this 

42m high of Prang 

Koh Ker (921-944) 
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10 

Group of small brick ruins in the Prasat Thom compound, Koh Ker site 
Growing of tropical trees and vegetation  

Koh Ker (921-944) 

Depicted scene of Yama god on the pediment, Prasat Krachap 
Koh Ker (921-944) 
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12 

Three brick towers of Prasat Pram 
Growing tropical trees rooted on the towers 

Koh Ker (921-944) 

13 

Linga of Prasat Balang (north), located to the northeast of Rohal reservoir 
Linga is 1m high and 0.9m diameter installed on 3.4m squares of Yoni 

Koh Ker site was characteristically used the big sandstone, so we can find 
a 7 tone of sandstone at the site, Koh Ker (921-944) 
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Reconstructed plan of pyramidal Prang (Parmentier. H) 

14 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 

Reconstructed plan of Prasat Thom (Parmentier. H) 

15 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 
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16 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 

Gopura of the 1st enclosure (Parmentier. H) 

17 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 

Gopura of the 1st enclosure, laterite tower (Parmentier. H) 
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A Recommendation for Registration of the Koh Ker 
as the World Heritage List

By Yoshiaki Ishizawa 
Professor, Sophia University 

Director, Sophia Asia Center for Research and Human Development 
2017 Ramon Magsaysay Awardee

I.  What is the history and what concepts lie hidden within the ancient 
structural remnants of Koh Ker?

(1)  From inscriptions of the period extending from the appearance of Jayavarman IV to 

1052 AD. 

Koh Ker city is present day located in Preah Vihear province which was built in the 10th century. 

.

(2) 

(3)  The central area of the capital city (incomplete) constitute a massive structure of 

(1200 × 1200) meters.

. 
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.

(4) The construction of the Baray (Rahal) and its limitations.

(5) Orally conveyed traditions of the region and ancient White Elephant Legend.

(6)  The Prang temple is the Koh Ker version of Mount Meru–its foundations are 62 

meters a side. 

(7) The death of Jayavarman IV (941 AD) and the relocation to Angkor.

II.  Special characteristics of Koh Ker, which is recommended for registration 
as a World Heritage List

(1)  The capital city puts into practice vast mechanisms and fresh concepts concerning 

novel contrivances.
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(2)  The geographical location of the Koh Ker capital city and characteristics concerning 

the attached shrines.

(3) The characteristics of the Rahal reservoir.

meters.

(4) Prasat Thom – characteristics of the central tower and royal palace.

(5)  Characteristics of the surrounding wall, foundation, and niches of the capital city of 

Koh Ker.

(6) Features of the Koh Ker ruins – entrances, lintels, and verification of pediments –
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(7) The architectural and artistic features of the Koh Ker ruins.

(8)

th century and the place 

(9) The history of Koh Ker and the principal image of the Devarāja Linga.

III.  Inclusion as a World Heritage Site. Reasons for endorsing the Koh Ker 
ruins as a World Heritage Site.

(1)

. 

.

(2)

Two Combatants
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(3)

(4) 

(5)

.

(6)

the massive 

example
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(7) 

.

(8) Koh Ker is a capital city whose 

(9) 

(10) 

(11) 
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Research Documents 

Prasat Thom (right) and Prang (left) 
Capital city has an axis of 15 degrees northwest   

Koh Ker (921-944)  



－ 26 －

2 

    White 
Elephant’s  

    tomb 
                      Prasat Kraham 

            

Prang 
 

Prasat Thom 
 

Elevation plan and plan view of Koh Ker capital city  
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4 

Prasat Kraham (red temple) 
 

East entrance to the main 

Pyramidal Prang (temple), made 

by bricks 

Koh Ker (921-944) 
 

5 

Causeway from the east entrance to the main complex of Prasat Thom,  
fallen columns and it used to have a wooden roof. (Field research, 

December 2000), Koh Ker (921-944) 
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7 

Seven-tiered pyramid of Koh Ker, 42m high 
State ritual ceremony was performed on the top 

Koh Ker (921-944) 

Reconstructed Plan of Koh Ker (Parmentier. H) 

6 

Fallen columns and it used to 
have a wooden roof 
 
Koh Ker (921-944) 
 



－ 29 －

8 

Broken east stairway of Prang and bamboo handrail 
New western wooden stairway was erected in 2016.  
(Field research in 2011), Koh Ker 921-944)   

Si ha altar at the top 

9 

Altar at the top of Prang, 

Pedestal supported by Si ha, 

We could see Kulen mountain from this 

42m high of Prang 

Koh Ker (921-944) 
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Depicted scene of Yama god on the pediment, Prasat Krachap 
Koh Ker (921-944) 

 

 
 

10 

Group of small brick ruins in the Prasat Thom compound, Koh Ker site 
Growing of tropical trees and vegetation  

Koh Ker (921-944) 
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12 

Three brick towers of Prasat Pram 
Growing tropical trees rooted on the towers 

Koh Ker (921-944) 

13 

Linga of Prasat Balang (north), located to the northeast of Rohal reservoir 
Linga is 1m high and 0.9m diameter installed on 3.4m squares of Yoni 

Koh Ker site was characteristically used the big sandstone, so we can find 
a 7 tone of sandstone at the site, Koh Ker (921-944) 
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Reconstructed plan of pyramidal Prang (Parmentier. H) 

14 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 

Reconstructed plan of Prasat Thom (Parmentier. H) 

15 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 
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16 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 

Gopura of the 1st enclosure (Parmentier. H) 

17 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 

Gopura of the 1st enclosure, laterite tower (Parmentier. H) 
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Research Documents 

Prasat Thom (right) and Prang (left) 
Capital city has an axis of 15 degrees northwest   

Koh Ker (921-944)  

2 
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    White 
Elephant’s  
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Prang 
 

Prasat Thom 
 

Elevation plan and plan view of Koh Ker capital city  

4 

Prasat Kraham (red temple) 
 

East entrance to the main 

Pyramidal Prang (temple), made 

by bricks 

Koh Ker (921-944) 
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5 

Causeway from the east entrance to the main complex of Prasat Thom,  
fallen columns and it used to have a wooden roof. (Field research, 

December 2000), Koh Ker (921-944) 

Reconstructed Plan of Koh Ker (Parmentier. H) 

6 

Fallen columns and it used to 
have a wooden roof 
 
Koh Ker (921-944) 
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7 

Seven-tiered pyramid of Koh Ker, 42m high 
State ritual ceremony was performed on the top 

Koh Ker (921-944) 

8 

Broken east stairway of Prang and bamboo handrail 
New western wooden stairway was erected in 2016.  
(Field research in 2011), Koh Ker 921-944)   

Si ha altar at the top 
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9 

Altar at the top of Prang, 

Pedestal supported by Si ha, 

We could see Kulen mountain from this 

42m high of Prang 

Koh Ker (921-944) 

 
 

10 

Group of small brick ruins in the Prasat Thom compound, Koh Ker site 
Growing of tropical trees and vegetation  

Koh Ker (921-944) 
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Depicted scene of Yama god on the pediment, Prasat Krachap 
Koh Ker (921-944) 

 

12 

Three brick towers of Prasat Pram 
Growing tropical trees rooted on the towers 

Koh Ker (921-944) 
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13 

Linga of Prasat Balang (north), located to the northeast of Rohal reservoir 
Linga is 1m high and 0.9m diameter installed on 3.4m squares of Yoni 

Koh Ker site was characteristically used the big sandstone, so we can find 
a 7 tone of sandstone at the site, Koh Ker (921-944) 

Reconstructed plan of pyramidal Prang (Parmentier. H) 

14 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 
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Reconstructed plan of Prasat Thom (Parmentier. H) 

15 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 

16 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 

Gopura of the 1st enclosure (Parmentier. H) 
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17 

Parmentier. H.:L‘Art Khmer Classique. Monuments du quadrant Nord-Est, 
 Paris, Les Éditions d'Art et d'Histoire, 1939. 

Gopura of the 1st enclosure, laterite tower (Parmentier. H) 

18 
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